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I はじめに

Audio.lJngual Habit Theory (以下，A.LH理論と略す)と呼ばれる理論では，その基礎原理とし

て，言語の第一義が音声であるとする， Speech Primacyの立場がとられ，外国語学習の入門期の

ある一定期間，文字を排除した口と耳による音声主体の指導がなされる。こうした音声主体の教

授法lζ対して， Wilkinsは，最近の言語教育の実状が多くの言語学者兼言語教師からの影響を受け

ていることを指摘し，さらに，言語学者が音声を第一義と見なす事実が，外国語教育の分野で如

何なる決定的な意味をもつのかを問うてみることの必袈性を説いている(①:8 )。そ乙で，本

論の目的は， A.L approachで唱導されている initialreading period (以下， 1・R.Pと略す)について，

外国語学習の初期のとの段階において，学習者にどのような言語学的，心理学的な要因が含まれ

ているかを考察する乙とにある。

II l-R-Pの位置づけと愉拠

まず I.R.Pの位置づけに関して， Comfieldは，口と耳による口頭練習を通して，目標言語の音

韻体系が完全に習得される期間と見なし(①:32 )。一方， Grittnerは，目標言語の全ての音韻

体系が，読み，書き iζ移る前lζ習得される必要はないと述べ(①:249 )，学習により I・R.Pの

位置づけが異なっている。また， I.R.Pの長さについても，定説はなく， 2週間から長いものは

2年と学習者の年令やその他の学習条件により，左右される。本論では， 'I.R.Pを比較的短期間

として，聞き，話す，そのものの能力をのばすことを目的とするというより，むしろ，外国語の

基本的な音組織，イントネーション，.リズムなどを習得するととにより，望ましい外国語学習の

態度を身につけさせる ζとにその主目的があると見なし論をすすめていく。

I.R.Pを唱導する論拠は，すでに述べたように， Speech Primacyの立場であり Woodsworth

は，その理由づけとして，次の5点をあげている。

① 音声言語は，人類の歴史上，文字言語以前iζ出現していた乙と。

①母国語習得の立場から，音声言語は，個人の成長過程で読み，書きの学習に入る前lζ学ば

れる乙と。

① sub・.vocalizationがなされること。

@文字が音声の不完全な写しにすぎない乙と。

@ 世界の全ての言語は話し言葉を持っているが，相対的に，固有の書記体系を持つ言語は少

ない乙と。(@:75ー78) 
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さらに， pedagogicalな観点から，読み，書き前iと口頭練習を行なう論拠として，

@ 早期の文字導入が，目標言語の正確な発音習得の障害となる。つまり，母国語から干渉

を引き起乙す原因となる乙と(@: 173 -182 ) 

① 学習者ーにとって，音声が文字より強い動機づけとなるとと(@:22) 

@文字の征服，習得はやさしくはなく，中学一年生が文字の導入と同時に学力差を示す乙

と(①ぉ)

@ 由説i白仰のful1l'!が身lζつきやすい乙と(@:35 ) 

などが挙げられる。しかし，外国語学習の入門期に音声を主体とする教授法が，学習者の側から

みて，妥当な方法であるかどうかについては，再検討してみる必要があるように思われる。そと

で以下， 4つの観点から I-R-Pの問題を考察していく乙とにする。

III I-R-Pの問題点

i)集中的な口頭練習の欠陥

/ilJJlij点のmーは， A-L approachでは， Listening Comprehensionよりも Speakingの方に重点を，
凶く点にある(@ : 18 -20 ) 0 Postovskyは， 20才前後の若者を被験者として，ロシア語学習

の入門期の指導法についての実験を行ない，外国語学習の初期段階における集中的な口副練習

は，少くとも 3点，つまり， Listeningへの生徒の注意力を散漫にする ζと，短期記憶に負担と

なる乙とから学習を担なう乙と，そしてその結果，生徒は誤った発音におち入りやすくなるとし，

初期の段階では発話の productionより，文字の導入により好ましい結果が得られたと述べてい

る(@:229ーお9) 0.. Asherは，被験者として大人と子供を使った，ロシア語学習における

total physical Response と呼ばれる実験から，入門j切において， listening とspeakingを同時に

行なう乙とは， Listening Comprehensionの力を損なう結果を招く危険性のあるととを報告して

いる(@: 3 -17 )。上記の実験報告から， Speaking中心の I-R-Pの指導において，その目標

言語の正政な音体系の習得が十分に達成されるかどうか疑問が出てくる。

jD聴覚理解の困難さ

第2の問題点として，聴解lζ関わる問題を考えてみる。Riversは，外国語学習初期の段階に

おける学習者の聴覚理解の低さを指摘し，それは，学習者を緊眼と不安に落し入れ，学習効果

を以ずる原因となると述べている(1D :羽ー 114) 0 また， Trace は， A-L approachへの反対

理由として，普通の学習者の聡党記憶の低さを指摘し(@: 382 -385)， Dodsonも同様の立

場から，普通の生徒にとって， 5音節以上から成る耳慣れぬ音速続を処理する乙とは極めてむ

ずかしいであろうと述べている(@: 59-63 )。さらに， Pimsleur .E! ~.は，彼らの実験結果

lζ基づいて， 1クラスは平均して10-20%の割合で聴覚記憶に劣っている生徒がいることや，

聴覚記憶の低さが外国語学習における under-achieverをうみ出す原因となっているととを報告

している(@: 114 -139)。以上の点から，入門j切の口と耳による学習に生徒が十分耐えてい

るかどうかという危俣の念が生じてくる。

iiD動民づけの損失
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野J3 番目の問題点は，動機づけと m~tl的な口副れl!自との閃係である。 A-L approachが外国語

学習者にとって有力な動険づけとなっていることは. 19臼年のコロラド大学における.Scherer 

とWertheimerの比較実験で報告されている(@:243)しかし，余りにも口踊練習中心になる

と，学習者にとっては，逆効果となる乙とが，大学生を被験者として， dropoutの状況を調査

する実験で報告されている{⑬:91 -94 )。それゆえに，車j険づけとして音声の果す役割は，

口頭練習の度合によっては，その効県を失うことが考えられる。

vi)知的問仰の欠如

第4番目の問題点は，言語学習を自由形成とみる A-LH担論では，認知的な面での活動が軽

視される傾向にあるととである。乙の問題は，外国語の学習過程が自国語の習得過程lζ)1同ずべ

きか，それとも. r人為的な」過程としてみなすべきかという点にも関連して，よく問題とな
るが，外国語学習では，幼児の母国語習得過程l乙比べ，学習言語への強制力が弱いとか，そ

れに接する時間数が絶対的lと限られている点などで不利な立場lとあると言える反田，成人の場

合，物事を論理的に考える認識カが発注している乙との有利さが指摘される。そこで. Drown 

は，外国語学習において.111なる一時記憶よりも.retentionと長JUl記協がIfljs!な役割をになっ

ているとし，学自の際の重姿な認識過程である包肢 (subsumption)一つまり，学習が憐械的lζ

ではなく，有意味的lζなされる乙とを意味し，それは新しく学習された事がらが，学習者lζよ

りその時までに作りあげられている概念の体系lζ非任意的に結びつけられ・る乙とーにより，長

期の保持がな怠れると述べ，認知学習の重要性を説いている(⑪:222-227)。

N 結路

以上. 4 つの観点か~ l-R-Pの同題点を考察したのであるが，文字を排除し，口と耳による

A-L approachの指導が・R-Pにおける学習要因を十分に考慮したものであるかにつけてはさら

に検討の余地があるように思われる。
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